
【礼拝式次第】 【先週集会状況】

【次週(１月２８日)礼拝当番者】
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東 金 教 会 〔 ３ 〕日 本 キ リ ス ト 教 団

２０１８年１月２１日

主日礼拝献金(1/14)……３５，１５９円
教会学校献金(1 /14)……６，６１１円

 【礼拝心得】
 ①礼拝は前奏から後奏までを守る。
 ②入堂したら私語を交さず、前奏までの時を黙想する。
 ③遅れてきた者は静かに入堂し、特に祈梼の時は入堂を
　控え、その場で共に祈りを守る。
 ④礼拝後は互いに挨拶を交し、交わりの時を持つ。
 ⑤各自週報棚を整理し、欠席者に週報を届ける。

【集会案内】

わたしはぶどうの木、あなたがたはその
枝である。　　　ヨハネ福音書１５章５節降 誕 節 第 ４ 主 日 礼 拝
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聖研祈祷会(1/17)

教会学校 (1 / 1 4 )

聖書輪読会(1/14)

計女男

主日礼拝 ( 1 / 1 4 )  

 集 　 会 　 名  

☆本日教会学校では新年お楽しみ会が持たれ
　ました。
☆本日礼拝後交わり会が持たれます。是非お
　残り下さい。交わり会後は婦人会・信交　
　会・青年会が持たれます。
☆週報棚にクリスマス献金報告が入っており
　ます。ご覧下さい。ちなみにクリスマス献
　金総額は1月14日現在631,500円，クリス
　マス関係支出は831,789円でした。クリス
　マス献金支出は教会の他教会学校及び幼稚
　園・保育園からもなされております。　
☆次週２８日は教会清掃日となっておりま　
　す。御覚え下さい。
☆イースター(４月１日)に受洗希望の方は中
　村牧師まで申出下さい。

聖書研究祈祷会
早 天 祈 祷 会
交 わ り 会
婦人会・信交会
聖 書 輪 読 会
礼拝準備祈祷会

1月24日(水)午後7時半～
月-金7時(除祭日)メーヤー館
本日礼拝後
本日交わり会後
1月28日(日)9:50-10:10
1月28日(日)10:25-10:30

【報告】

【次週(１月２８日)礼拝案内】

【今日のメッセージ】
　題　［初心を思い出せますか］
聖　書　マルコ福音書１:１４～２１

《繋がれて生きる》

【１月21日～27日の誕生者】

1・主がご覧になり，お呼びになった

２・彼らは網の手入れをしていた

３・イエスの後に従って行った

○鈴木　　　姉  ○孫　　姉　○王　　姉
○本城　　姉　 　※おめでとうございます。
主に繋がる枝々であることを覚え、皆で祈り
合わせて参りましょう。
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【定期長老会報告】
日時…2018.1.14　場所…教会事務室
出席…中村牧師　朴牧師　森川　　(書記)
　岡村　　　安延　　　土屋　　　藤本　　
議事…①クリスマス献金外部送り先リストの
　件　②マケドニア会に中村牧師参加の件
　③現在朱鷺が峯発行の責を担っている藤田
　　　兄よりの問いを受け，鴇が峯発行に関
　し今後どのようにすべきかが話し合われ，
　継続審議とされた。　④納骨ケースサンプ
　ル見積及び発注の件　⑤教会・幼稚園等行
　事報告(1/20世界一致祈祷日  於・茂原ホー
　リネス教会,1/21交わり会  ＣＳお楽しみ会
　1/58教会清掃日,1/30分区牧師会  2/5支
　区常任委員会,2/19・20支区教師研修会
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